
フィンランドから 畠 田逸 書

艶tHで 混晩があって.常 かて､というのが 7インラ ンドの琶絶後 ヒエ持て

います｡羊～Lてもう少 し付 け加 えるとて- 寸等番 覇で｡襲都 をが らこの画民

にもいろいろrlJ:人か置るので;平には.尊顔の良い人fそrって居 ます｡去年のヽ
クりスマスの休 晩でし.P:/" 休モ晩甲に.化か しJLやのE三んという茂人の密度

顧 れることになって .空て.草創 てt､汽車の抑符が貰える仁､ろうか ということ

か周確に71-りま した｡原則 として.帰 省帝に しか替劇は利 か告い雷 だという

鑑 邑はじめとして帝故醜Jq.ス､ソクモ ンr の挙句.誓約て■､もとに碍学生蜜膚l

髄 71-る歌 蝋 tは.学報で亨に入れま した.で.¥れ星滞 ってEさん .竃倉の

切替と一報 に.駅ヽ闇いに摩 ってくれたの ですか ,駅 勘こ簡閲 きれて しまっ

たそうです｡ ｢ここに電いてある名前 _外 筒 八 品たいて､すが蘭 で'汲むんて"す

か｣ ｢稽看てh竜いてあるんですものあなた汲 めるr Lよう｣ ｢この人 .ここ

へ帰嶺するんて'､すか｣ rBt与だ'ヒ愚し､ます｣-一一･ あてたく私 は学生間符で･

施行で､雲ました.

浅間へ の艶検 (ニ 阜 ＼生〕

私選二年生 は.昨年&丹 29･･日 カ､ち3日臥 規 定鹿島丸に忠常 射て塗った

亀田展望の御滴 草のLとに.与初 めての塵凍 基経乾 しま した｡演糊火山豊平ぬゝ

に盤鷺棉息 監髄へ､ためですが.初 めて という轡 もあって.卑生の観明 孟/-

トするのか潤 一称 で した｡欄 凄渡れ ま しま Lたかご.さすか1経凍沢 だ､けあって

風は喋 くか ソコ-の摩星風雲ながら･鷹 野に産がる貧 しい野原星狩った卓上

果然のソーダ水 盈飲んだL)して,.思い出深い主監韓となりました.
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